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(1) 

ピ
エ
l
ル
・
ル
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

E
2
5

同
2
2

円
守
一
（
同
∞
∞

U
1
5
0
0）
の
詩
的
世
界
は
何
に
喰
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
ど
の
よ
う
な
角

度
か
ら
切
断
さ
れ
て
も
同
質
の
意
味
と
図
形
を
与
え
る
結
晶
、
あ
る
い
は
凝
固
し
た
空
間
と
閃
光
。
た
と
え
ば
代
表
的
総
合
詩
集
『
い

(1
><

2
)

つ
で
も
』
E
E
ロ
宮
門
片
品
ロZB
M）ω
3
（S
H
U
l
N
N）
や
『
手
仕
事
』
t
v
p円
口
弘
5
2
3
0
3
（H
U
H
ω
l
h
H
U

〉
を
一
読
し
て
も
た
だ
ち
に
こ

詩
人
の
魂
の
不
安
定
吉
・

の
印
象
を
受
け
る
こ
と
は
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
だ
い
た
い
一
ペ
ー
ジ
か
二
ペ
ー
ジ
の
分
量
に
お
さ
ま
り
、

8
1

巳
ロ
だ
が
し
か
し
静
止
的
な

ω
g
E
A
5表
現
の
一
面
を
示
し
な
が
ら
も
、
と
き
ど
き
暗
闇
で
不
安
な
感
情
を
与
え
た
り
舷
い
光
を

放
ち
、
ど
こ
か
練
達
の
ト
ラ
ン
プ
使
い
が
鮮
や
か
な
シ
ャ
ツ
フ
ル
と
カ
！
ド
さ
ば
き
で
観
客
を
魅
了
す
る
の
に
似
て
も
い
る
。
彼
の
芸

術
世
界
に
限
ら
ず
日
常
生
活
に
つ
い
て
も
、
類
似
の
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。
少
年
時
に
精
神
的
傷
手
を
与
え
た
に
ち
が
い
な
い
、
南

(3
) 

仏
の
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
ハ
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
）
地
方
で
起
こ
っ
た
「
貧
困
と
暴
動
と
抑
圧
」
の
印
象
、
パ
リ
へ
の
転
居
、
ピ
カ
ソ
や
ブ
ラ
ッ
ク

51 



そ
し
て
ア
ポ
リ
ネ
l
ル
や
ジ
ャ
コ
プ
た
ち
画
家
や
文
学
者
ら
と
の
交
遊
、カト
リ
ッ
ク
へ
の
入
信
、
都
会
か
ら
の
離
脱
と
ソ
レ
i
ム

52 

∞
巳2
5
2

で
の
孤
独
な
生
活
と
貧
窮
な
ど
、
作
家
自
身
に
重
大
な
問
題
は
あ
っ
た
が
、ほ
ぼ
同
世
代
の
詩
人
た
ち
で
あ
る
コ
ク
ト
！

』
。g
n
s
z
g

（
同
∞
∞
∞

i
H
U
G
ω）
や
サ
ン
ド
ラ
l
ル
回
宮
山
認
の
め
E
5
2

（H∞
∞
吋1
5
2

〉
サ
ン
H

ジ
ョ
ン
・
。
ヘ
ル
ス
∞
ω

山
口
？
』
o
vロ

H
v
q
ωゆ
（
H∞
∞
吋1
1
5
吋
印
〉
そ
し
て
ピ
エ
i
ル
・
ジ
ャ
ン
・
ジ
ュ
l
ヴ

E
O
R
O
』o
g

』
。5
0

（H∞
∞
吋l
l
s
a
）
ら
の
波
澗
に
富
ん
だ
一

生
と
彼
を
対
照
し
て
み
る
と
き
、
平
穏
な
生
涯
を
過
ご
し
た
と
や
は
り
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
の
第
一
印
象
に
異
義
を
申
し
立
て
た
り
こ
れ
を
拭
い
去
ろ
う
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
よ
り
年
長
で
あ
る

ア
ポ
リ
ネ
l
ル
の
ロ

E
E
B
0

・
〉
・
唱
。

E
D
包
括
（
H∞
∞0
1
5
5
）
ジ
ャ
コ
プ

富
良

T
g
ぴ
（
同
∞
芯l
H
C怠
〉
の
奔
放
で
軽
快
だ
が
ま
た

メ
ラ
ン
コ
リ
ッ
ク
な
道
化
的
宇
宙
に
加
え
よ
う
と
試
み
る
わ
け
で
も
な
い
。
し
か
し
凝
固
的
そ
し
て
同
質
的
な
や
や
単
調
と
見
え
る
ル

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
世
界
に
も
、
現
代
の
人
間
性
の
一
面
を
示
す
形
市
上
学
的
観
念
と
、
意
想
外
な
展
開
を
内
に
秘
め
て
い
る
情
念
と
が
存

在
す
る
こ
と
を
こ
こ
で
示
唆
し
た
い
の
だ
。
前
者
の
、

い
わ
ば
実
存
主
義
あ
る
い
は
宗
教
的
苦
悩
に
ち
か
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
リ
シ
ャ
I

ル
』
・
何
回
目
。
宮
丘
、
プ
レ
の
・
司
。
巳
丘
、
グ
リ
ー
ン
同
・
巧
・
の

5
3
0

そ
し
て
ギ
－
一
宮
。
E
B
R

の
a
s
司
や
プ
ヌ

ル
の
・
回
2
5
0

ら
に
よ
っ
て
探
究
さ
れ
て
き
た
が
、
後
者
の
側
面
に
つ
い
て
は
、

ア
メ
リ
カ
の
コ
l
ズ
教
授
冨

R
M
可
〉
ロ
ロ
の
ω
当
ω

の
著
作
『
ピ
エ
i
ル
・
ル
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
手
』
ρ
ω
冨
巳
口
弘
0
2
2
5

同
2
2

弘
司
．
を
は
じ
め
、
二
冊
の
雑
誌
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」

<4
>

E

開
口
円
。H
V
R
W
（
宮
古
・
宮
口
－

2
5

∞
N
）
と
「
南
」
E

∞
ロ
円
四
ョ
（

Z
。
＝
・
5
∞
己
所
収
の
諸
論
文
に
お
い
て
よ
う
や
く
緒
に
つ
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
に
は
、
ル
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
個
人
の
未
開
拓
の
部
分
が
多
い
伝
記
、
ま
た
彼
独
自
の
文
体
あ
る
い
は
エ
グ
リ
チ
ュ
l
ル
の
考
察

な
ど
が
重
な
り
あ
う
た
め
、
多
く
の
領
域
を
将
来
に
残
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
豊
か
な
未
来
を
は
ら
ん
で
い
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
が
対
象
と
す
る
詩
集
『
仇
恥
』

3
5
ロH
0・5
勾
も
、
前
者
の
リ
シ
ャ
l
ル
や
プ
レ
そ
し
て
コ
l
ズ
ら
が
用
い

た
い
わ
ゆ
る
テ
l
マ
批
評
の
成
果
を
か
り
つ
つ
主
に
後
者
の
観
点
か
ら
、
こ
の
作
品
に
果
た
し
て
異
質
の
要
素
が
紛
れ
こ
ん
で
い
る
か



ま
た
転
回
は
行
わ
れ
た
か
を
模
索
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

(2) 

『
鉄
屑
』
は
前
記
の
と
お
り
一
九
三
七
年
の
作
で
あ
り
二
十
四
の
韻
文
詩
篇
（
二
つ
の
散
文
詩
を
除
き
）
を
含
む
が
、
注
目
す
べ
き

こ
と
は
一
九
三
O
年
に
『
白
い
石
』
］V
W
R
g
Z
ω
ロ
の
F
g

を
発
表
し
て
以
後
、
七
年
に
わ
た
る
沈
黙
期
を
経
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
ま

た
こ
の
時
期
に
お
い
て
、

一
九
四
八
年
に
出
版
さ
れ
る
詩
日
記
『
私
の
航
海
日
誌
』
F
m
w民
〈
店
内r
s

。
ロ
ぎ
邑
”
ロ
♀
2
5
8
1
5
8

が
お
そ
ら
く
書
き
続
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
『
革
の
手
袋
』
宮
の
包
庁
内
同O
P
E

－
呂
町
に
つ
づ
く
散
文
を
執
筆
し
て
い
た
一
方
で
、

詩
的
作
品
を
発
表
し
て
い
な
い
こ
と
も
留
意
し
て
よ
い
。

つ
ぎ
に
、
三
O
年
以
降
の
代
表
作
と
思
わ
れ
る
『
鉄
屑
』
に
つ
い
て
評
家
の

ピエール・ルヴェルディは転回したか（小浜〉

意
見
が
分
か
れ
る
の
も
注
目
さ
れ
る
が
、

一
般
に
初
期
作
品
群
ハ
た
と
え
ば
『
惰
円
形
の
天
窓
』F
M
w－5
R
5
2
M
L
0
・
5
5

や
『
風

た
と
え
ば
、

の
泉
』
∞
。R
8
ω

仏
戸H
a
E
W
S
N
む
な
ど
）
と
比
較
し
つ
つ
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
と
付
け
加
え
て
お
こ
う
。

ス

ト
ジ
ュ
コ
ヴ
ィ
ク
開
・

2
。
守
。
己
の
は
「
『
鉄
屑
』
に
お
い
て
は
も
う
詩
的
霊
感
の
モ
チ
ー
フ
は
た
だ
ひ
と
つ
し
か
な
い
、
す
な
わ
ち
死

者
の
追
憶
の
灰
が
い
く
つ
か
の
無
益
な
努
力
の
苦
い
後
味
に
混
じ
る
、
目
的
も
な
く
失
わ
れ
た
人
生
に
つ
い
て
の
、
後
悔
と
怨
恨
の
鈍

い
嘆
き
戸
が
、
詩
集
の
端
か
ら
端
ま
で
立
ち
の
ぼ
っ
て
い
る
」
と
書
い
て
い
る
し
、
ピ
コ
ン
も
ま
た
、
「
連
続
す
る
詩
行
の
〔
長
さ
の
〕

非
対
称
お
よ
び
印
刷
上
の
配
置
が
与
え
る
形
体
的
外
観
を
利
用
す
る
」
初
期
詩
作
の
「
絵
画
詩
」3
2
5
ω
a
g
g
o
g
u
円
か
ら
、
「
明
白

に
均
一
で
豊
富
な
詩
行
を
伸
ば
し
、
と
き
に
は
〔
宗
教
的
〕
唱
句
－0
2
3
2

ま
で
到
達
す
る
、
長
い
詩
作
品
」
へ
の
継
承
を
み
と
め

つ
つ
も
、
「
『
鉄
屑
』
は
そ
の
標
題
が
示
す
よ
う
に
、
人
生
が
お
の
れ
の
背
後
に
遺
す
無
用
な
残
骸
を
喚
び
起
こ
す
」
も
の
で
あ
り
、

「
『
天
の
漂
着
物
』
開
3
3
ω
含
丘

o
r
『
海
の
泡
』
開2
5
2

含
宮

B
R

『
風
の
泉
』
（
〉
討

h
u
J
r
ぶ
仁
四
、
）
の
ご
と
き
諸
標
題
に

ハ7
）

暗
示
さ
れ
て
い
た
宇
宙
的
活
気
と
運
動
州55
0

ロ
J
1
0
5
3
F
P
E巳
S
主
ぽ
ロ

8
ω
B
E
5
に
対
立
す
る
」
と
論
じ
て
い
る
。
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逆
に
こ
の
詩
集
に
積
極
的
な
評
価
を
与
え
て
い
る
の
は
、ま
ず
詩
人
ジ
ャ
コ
テ
H
V
V臣
官
官
。
官
。82
2

で
あ
り
、
た
と
え
ば
ル
ヴ
ェ

ル
デ
ィ
が
「
宗
教
的
経
験
の
挫
折
」
の
た
め
こ
の
時
期
ま
で
維
持
し
て
き
た
控
え
目
な
態
度
か
ら
、
「
未
知
の
苛
酷
な
経
験
」
に
よ
っ
54 

て
「
お
の
れ
の
絶
望
や
苦
悶
を
告
白
す
る
に
い
た
っ
た
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
ジ
ャ
コ
テ
は
同
時
に
、
彼
が
「
い
っ
そ
う
粗

ソ
ノ

F

テ

い
音
質
と
い
っ
そ
う
重
苦
し
く
あ
る
い
は
耳
ざ
わ
り
な
リ
ズ
ム
」
と
と
も
に
、
「
傷
口
、
地
獄
、
茨
、殺
害
、
憎
悪
、
深
淵
、
傷
痕
、

痕
跡
」
g
g

巳
2

・
2
r
F

守
山
口2
・
5
2
2
5
ω

・
｝g
E
2
・
”
E
g
g
－
巳
g
E
8
ω
・
ω
昨
日m
B
m
w件g

と
い
っ
た
新
し
い
語
を
導
入
し
て
い

(8
>

る
こ
と
を
注
意
す
る
。
つ
ぎ
に
エ
ズ
ラ
・
バ
ウ
ン
ド
や
十
七
世
紀
形
而
上
派
詩
人
ら
さ
ら
に
モl
リ
ス
・
セ

i

ヴ
や
ル
ネ
・
ド
l

マ
ル

F
w
g
m
o
t
B
伴
者
F
M
1
a
A

ロ
0

．w

内
田
凶
一
口

ω

宮
古
。
宮
町
内
同
⑦
一
】

V・
同
O
J可
。
吋
弘
司
に
お
い
て
興
味
深
い
言
及
を
く
り
ひ
ろ
げ
て
い
る
が
、
と
く
に
「
『
鉄
屑
』
の
な
か
で
「
手
」
と

ま
で
を
含
む
広
い
作
家
を
論
じ
た
、
特
異
な
－
評
論
家
ア
タ
ル
』
・
可
－

k
r芹
巳
の
名
を
逸
す
る
わ
け
に
は
ゆ
く
ま
い
。
彼
は
批
評
集
『
形

(9
>

の
一
章
「
ル
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
詩
に
お
け
る
手
と
い
う
語
」

F
o
g
♀
冨
乱
回

市
上
学
的
イ
メ
ー
ジ
』

い
う
語
は
直
接
に
実
在
の
手
を
指
示
す
る
の
で
は
な
く
、
（
主
に
動
詞
な
ど
の
〉
他
の
語
の
助
力
に
よ
り
、
手
の
い
く
つ
か
の
機
能
の

ν
・

ν
ゾ
ナ
γ

ス
・
＋
y
ポ
ロ
ツ
タ

象
徴
的
反
響
を
表
わ
す
」
こ
と
を
力
説
す
る
。
さ
ら
に
彼
は
『
白
い
石
』
か
ら
『
鉄
屑
』
へ
の
過
程
で
ル
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
芸
術

が
深
く
更
新
し
た
こ
と
を
強
調
し
、
使
用
さ
れ
る
語
が
「
事
物
を
命
名
す
る
の
に
役
に
立
た
ず
」
、
「
影
像
と
情
緒
」
の
中
へ
「
単
純
な

記
号
」
と
し
て
溶
け
込
む
こ
と
に
言
及
し
て
い
辺
。
さ
ら
に
一
九
八
一
年
に
小
さ
い
選
集
を
『
鉄
屑
』
を
中
心
に
編
ん
だ
シ
ャ
ボ
ン

(U
>

司
・
ゎ
F
M
W
H
u

。
ロ
も
、
序
文
の
な
か
で
、
こ
の
時
期
以
後
、
「
少
し
性
急
な
読
者
た
ち
に
よ
り
静
的
で
繰
返
し
が
多
く
単
調
だ
と
思
わ
れ
て

い
た
」
ポ
エ
ジ
ー
が
、
「
す
で
に
前
提
し
て
お
い
た
も
の
」
「
お
の
れ
の
神
秘
で
溢
れ
て
い
た
活
気
」
の
量
を
増
し
、
「
い
っ
そ
う
豊
富

な
リ
ズ
ム
」
と
「
詩
作
品
の
調
和
の
と
れ
た
構
成
の
発
展
」
の
な
か
に
「
突
然
本
来
の
水
路
」
を
見
出
し
て
、
『
死
者
た
ち
の
歌
』

F
O

述
べ
て
い
る
。

。
『
何
回
異
色gg
a
z

・
5
h
H
Cや
『
緑
の
森
』
出
色
ω
2
5
H
C
怠
か
ら
遺
作
『
動
く
砂
』
ω
§
r
s

。
雪

m
g
F
5
0
0ま
で
続
く
こ
と
を

（
ロ
）

か
つ
て
サ
イ
エ
が
言
っ
た
が
、
「
長
い
危
機
の
書
」
で
あ
る
『
鉄
屑
』
は
「
つ
ね
に
い
っ
そ
う
高
い
場
で
固
く
再
び
結



ば
れ
る
た
め
に
こ
そ
解
決
さ
れ
る
」
詩
集
に
ほ
か
な
ら
ず
、
「
こ
の
書
と
と
も
に
、
調
子
は
重
厚
に
、
芸
術
は
素
朴
に
な
り
、
仕
事
は

光
を
放
つ
が
、
こ
れ
は
（
：
：
：
〉
人
間
ル
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
に
突
然
道
を
聞
く
た
め
」
で
あ
り
、
彼
が
推
測
す
る
よ
う
に
、

お
そ
ら
く
こ
の

詩
人
は
「
お
の
れ
を
表
現
す
る
の
に
も
う
天
と
地
の
暗
号
付
き
交
換
を
必
要
と
し
な
い
」
可
。
R
8

可
邑
邑
F

ロ
ロ
〆

1
5
g
g
F

郎
官
吋
か
ω
0
5
w
門
同σω
か
のv
g
m
g
岳
民
芯
ω

仏
O
F
Z
R
O

忠
弘
ロ
巳
巴
・
状
態
に
到
達
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

(3) 

そ
れ
で
は
『
鉄
屑
』
以
前
の
ル
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
的
詩
境
、
す
な
わ
ち
静
止
の
状
態
で
不
安
な
気
分
を
漂
わ
せ
る
い
わ
ば
「
閉
ざ
さ
れ
た

（
臼
）

部
屋
」
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
、
四
つ
の
詩
作
品
を
手
が
か
り
に
素
描
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ヒ。エール・ルヴェルディは転回したか（小浜〉

ま
ず
最
初
期
の
詩
集
『
散
文
詩
』
司$
5
2
3

胃
2
0

・
5
5

の
巻
頭
の
作
品
「
マ
ス
コ
ッ
ト
」
忠
片
付
ぽ
と
「
詩
人
た
ち
」T
w
ω

H
5
2
2
で
あ
る
が
、
前
者
に
つ
い
て
は
す
で
に
グ
リ
ー
ン
に
よ
り
、
「
無
益
な
情
熱
」
が
人
間
を
逆
説
的
に
支
配
し
て
い
る
こ
と
、
一
ず
一
口

い
か
え
れ
ば
「
人
生
に
対
す
る
情
熱
と
こ
の
情
熱
の
無
効
と
の
本
能
的
な
知
覚
」
と
い
う
「
二
つ
の
相
矛
盾
し
限
定
し
あ
う
勢
力
」
が

「
ル
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
全
作
品
を
生
産
す
る
論
理
を
形
作
っ
て
い
る
」
こ
と
が
、
鋭
く
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
示
唆
は
、
詩
人
の
想
像

空
間
に
お
い
て
、
人
生
に
対
す
る
情
熱
（
受
苦
〉
が
存
在
す
る
の
か
否
定
さ
れ
る
の
か
、
異
様
な
ま
で
に
粘
着
力
を
表
示
す
る
彼
の
エ

ク
リ
チ
ュ
l

ル
を
構
成
す
る
の
は
な
に
か
、
へ
の
ひ
と
つ
の
解
答
と
な
り
う
る
だ
ろ
う
。
こ
の
「
マ
ス
コ
ッ
ト
」
は
、
司
m
w片
山
件
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旬
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g
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D
O
E－
］W
F
ω
B
b
E
O
H）σ三
戸H
C
D
O

〕m
g
g

と
い
う
発
端
が
示
す
よ
う
に
、
風
の
吹

く
ま
ま
に
窓
の
外
で
揺
れ
、
雨
に
服
と
色
あ
せ
た
腕
を
濡
ら
せ
た
、
幸
福
を
も
た
ら
す
操
人
形
が
措
か
れ
る
が
、
と
く
に
片
脚
を
折
っ
て

い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
（
鞠
制
）
。
冨
巳

ω
g
z
m
5
5
ω
同0
・
2

ミ
2

巴
－0
・
8
ロ
句
。
言
。
可
－
F
U｝
岡
山
〈
R
o

－
－o
骨
名
目
】
O
P
F
i

可
。
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内
山
m
w
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口
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山
片
目
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目
。
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m
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ω
ω凡
小
品
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oロ
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a
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品
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円
凶o
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佐
官
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0
・
σ
。
ロ
｝HO
R
－
F
ω
ロ
ロ

F
o
－
－o
F
2
8
ω

可
g
J
1
0
2

－g
b
g

口
2

・
後
半
で
は
、
人
形
の
指
環
が
持
つ
力
、
冬
に
は

心
を
暖
め
喜
び
を
表
わ
す
た
め
の
足
で
窓
を
打
つ
踊
り
、
そ
し
て
夜
半
に
は
星
に
祈
り
を
捧
げ
る
腕
が
、
前
半
と
対
照
的
に
書
か
れ
て

い
る
。

一
読
し
た
だ
け
で
も
、
こ
の
影
像
に
は
た
ん
に
二
十
歳
台
の
青
年
の
作
と
も
思
わ
れ
ぬ
幻
想
味
や
偏
執
観
念
が
漂
っ
て
お
り
、

結
末
の
や
や
素
朴
す
ぎ
る
甘
美
さ
は
あ
る
に
せ
よ
、

ル
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
外
部
ひ
い
て
は
世
界
に
対
す
る
不
安
を
、
強
く
象
徴
し
て
は
い

つ
ぎ
の
詩
「
詩
人
た
ち
」
に
つ
い
て
は
、
コ
l

ズ
は
初
期
の
「
諸
要
素
表
現
の
暖
昧
性
」
8

拝
。
貯
ち
ロR
E
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R
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〈
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E
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－g
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b
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E
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と
し
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し
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い
る
が
、
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「
マ
ス
コ
ッ
ト
」
と
と
も
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囲
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
家
の

工
、
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コ
弓
j
p
h円
。
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－
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内
界
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住
む
位
し
い
詩
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の
影
像
｜
｜
コ
l
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い
た
よ
う
に
こ
こ
に
は
「
ラ
ン
プ
の
傍
や
白
紙
を
前
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す
る
」
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i
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ル
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態
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ら
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特
徴
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浮
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あ
る
ま
い
か
。
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文
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節
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。
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自
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。
目
。
ロ

に
は
、
ラ
ン
プ
の
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を
隠
す
小
心
な
主
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と
、
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て
動
き
も
し
な
い
音
楽
家
と
い

う
登
場
人
物
が
描
か
れ
る
が
、
慰
め
る
た
め
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
奏
く
腕
が
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
よ
う
。
こ
れ
は
前
作
の
折

れ
た
片
脚
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様
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詩
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挫
折
の
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で
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る
。
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ロ
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仲
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彼
が
多
用
す
る
語
で
あ
る
「
家
」
「
階
段
」
「
窓
」
「
戸
」
「
屋
根
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と
同
時
に
、

。
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円
山
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・
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ω

．
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向
日
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同u芯
の
目
立
件
2

・
3
5

。
巳
尽
な
ど
動
作
を
意
味
す
る
動
詞
も
目
立
つ
が
、
と
り
わ
け
四
回
も
否
定
表
現
が
使
わ
れ
、
各
文
が
そ
れ
ぞ
れ
関

連
が
乏
し
く
孤
立
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

つ
ぎ
に
選
ぶ
二
つ
の
詩
は
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十
三
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の
一
九
二
八
年
に
刊
行
さ
れ
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散
文
詩
集
『
機
会
を
ね
ら
っ
て
』F
M
W
E
F
m
ロ
ぎ
尽
に

お
け
る
「
他
の
光
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。
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光
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。
ω
。
ロ
。
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－
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合
白
山
内
0
2
H
H臥
・

前
の
二
つ
の
詩
と
は
異
な
り
、
こ
こ
に
は
読
者
に
と
っ
て
永
久
に
未
知
の
ま
ま
か
も
し
れ
な
い
、
ド
ラ
マ
や
物
語
の
気
分
あ
る
い
は

余
韻
に
似
た
も
の
が
漂
っ
て
彼
を
包
み
こ
む
。
し
か
し
詩
が
書
か
れ
る
背
景
は
同
じ
く
「
家
」
そ
し
て
「
階
段
」
「
中
庭
」
「
広
間
」

で
あ
っ
て
、
戸
外
で
演
じ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
ド
ラ
マ
も
漠
然
と
指
示
さ
れ
て
お
り
、
屋
根
裏
か
ら
階
段
を
重
い
足
ど
り
で
降
り
て
く
る

者
に
従
い
、
多
数
の
人
も
走
っ
て
は
過
ぎ
去
る
。
家
の
中
で
「
燃
え
る
炎
」
が
強
い
印
象
を
与
え
る
の
は
、
こ
の
お
そ
ら
く
火
災
の
イ

メ

l

ジ
が
詩
全
体
の
い
わ
ば
現
実
の
間
接
的
な
諸
影
像
の
な
か
に
並
置
さ
れ
な
が
ら
、
結
末
に
お
け
る
悲
劇
と
死
の
暗
示
に
呼
応
す

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
第
二
の
詩
「
こ
と
ば
」
は
、
未
知
の
ド
ラ
マ
が
終
わ
り
、
人
び
と
の
足
音
が
通
り
過
ぎ
て
光
と
家
が
消
え
た
後
に
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も
、
こ
の
詩
人
の
想
像
力
に
滋
い
て
離
れ
よ
う
と
し
な
い
、
ひ
と
つ
の
原
型
的
図
式
を
示
し
て
い
る
。

ル
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
に
お
け
る
パ
タ
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ー
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的
表
現
の
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ク
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著
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。
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光
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。
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こ
こ
に
も
前
作
と
同
様
、
四
国
に
達
す
る
否
定
表
現
が
、
「
樹
の
葉
や
枝
々
に
と
り
つ
く
錆
〔
の
病
〕
」
、
人
影
や
庭
の
物
音
そ
し
て

吹
く
風
な
ど
の
欠
落
と
と
も
に
、
「
沈
黙
と
不
動
の
状
態
」
を
鮮
や
か
に
描
き
だ
す
。
第
一
節
の
「
光
が
消
え
る
な
ら
き
み
は
夜
を
前

に
独
り
き
り
だ
」
と
末
尾
の
「
き
み
の
傷
つ
い
た
心
が
立
ち
あ
が
っ
て
動
き
ま
わ
る
」
は
、
中
央
の
「
窓
枠
に
う
か
ぶ
面
影
を
き
み

は
思
う
」
と
呼
応
し
て
、
「
他
の
〔
世
界
か
ら
の
」
光
」
に
目
を
向
け
な
が
ら
も
、
内
面
の
ド
ラ
マ
の
傷
痕
が
深
い
こ
と
を
思
わ
せ
る

が
、
留
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す
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が
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る
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、
回
目
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な
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と
い
う
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と
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、

ル
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
想
像
力
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
視
覚
と
眼
の
イ
メ
ー
ジ
の
頻

た
と
え
ビ
シ
ョ
ッ
プ
冨
仙
の
『
巳
切
宮
町
。
喝
の
言
う
よ
う
に
、
「
詩
人
の
視
覚
が
慎
重
な
美
学
と
空

白
と
苦
悩
の
存
在
論
的
超
越
と
に
到
達
す
る
」
と
し
て
も
。

出
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら
だ
。



上
記
わ
ず
か
四
つ
の
詩
か
ら
も
、
『
鉄
屑
』
以
前
の
ル
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
結
晶
体
の
特
質
は
か
な
り
明
白
で
あ
ろ
う
。ジ
ャ
コ
テ
は
巧

妙
に
、
名
詞
の
な
か
に
「
頭
（
顔
）
、
ま
な
ざ
し
、
限
、
戸
、
窓
、
壁
、
小
道
、
往
来
、
物
音
、
足
音
、
微
光
」
が
た
え
ず
存
在
し
、

(mm
) 

動
詞
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
「
動
作
」
を
表
現
す
る
が
「
分
解
と
分
裂
と
消
滅
」
も
見
ら
れ
る
と
書
い
て
い
る
。
な
お
付
け
加
え
れ
ば
、

コ
i

ズ
の
指
摘
す
る
よ
う
に
「
手
（
腕
〉
」
「
廊
下
」
「
地
平
」
「
肖
像
（
画
〉
（
面
影
）
」
「
影
」
、

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
お
。
ま
た
ピ
コ
ン
が
鋭
く
｜
｜
初
期
詩
作
の
ひ
と
つ
に
つ
い
て
だ
っ
た
け
れ
ど
も

l
z
z
z
A

え
F

り
に

「
鏡
」
や
「
穴
」
「
風
」
な
ど

ひ
と
つ
の
イ
マ
l

ジ
ュ
も
な
い
、
ま
た
数
か
ず
の
イ
マ
l

ジ
ュ
に
よ
る
創
造
も
ひ
と
つ
と
て
な
い
。
た
だ
そ
れ
ら
を

ν

・
シ
ョ
I

ズ

名
称
に
よ
っ
て
命
名
す
る
が
－
．8
H
v
o－
P
ω
号
。
ω
g

官
民
『
号
口
。5
、
事
物
の
領
域
を
招
く
た
め
で
も
け
っ
し
て
な
い
。
た
だ
心

（
初
）

が
事
物
に
と
り
か
こ
ま
れ
て
自
己
の
鼓
動
に
耳
を
傾
け
る
た
め
で
あ
る
」
と
断
言
し
た
よ
う
に
、
と
く
に
形
容
詞
の
力
が
弱
く
、
散
文

詩
の
な
か
に
は
、

ピエール・ルヴzルディは転回したか〈小浜〉

詩
に
限
ら
ず
韻
文
作
品
に
お
い
て
も
一
行
と
つ
ぎ
の
一
行
を
つ
な
ぐ
論
理
的
脈
絡
に
乏
し
い
。
逆
に
孤
立
す
る
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
名
詞

が
か
な
り
の
重
量
感
を
持
つ
た
め
、
わ
れ
わ
れ
は
事
物
た
ち
の
意
想
外
な
接
触
に
よ
る
閃
光
と
驚
異
を
、
ル
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
に
付
与
す
る

に
は
た
め
ら
わ
ざ
る
を
え
ま
い
。
お
そ
ら
く
彼
の
世
界
に
お
い
て
は
、
「
事
物
」
と
「
名
称
」
は
並
置
さ
れ
た
ま
ま
、
両
者
の
距
離

の
幅
が
変
容
の
デ
ィ
ア
レ
グ
テ
ィ
l
ク
を
試
み
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

(4) 

ル
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
に
つ
い
て
の
短
か
い
エ
ッ
セ
ー
の
な
か
で
、
美
術
評
論
家
で
詩
人
の
デ
ュ
パ
ンT
2
5
ω
り
さ
吉
（
包
勾l

（
幻
）

は
そ
の
回
目
頭
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
る
。
。
ロ
m
wロ
品
。
ロ
B
E
ω
o
－o
ω
窓
口
g
z
o
ロ
ω

円
ロ
ロ
m
w
E
g円
ω
L
g
ロ
－g
F
Oロ
ω

円
ロ
ロ
m
w
g’a
σ
E
L
g

、.J

B

－
円ω問
。ω
門
可
ロ
ロp
g
吋
・
何
件
。
g
．
。
ロω
ゆ
昨
日o
E
ω
ロ
吋

F
g
q
p
ω
ロ

H
L
g
H）応ω
色
。ω
の
F
o
ω
g
w
p－w
b
o
E
O品
。
g
r
H
g
U
1
0
ロ
M内
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。
g
R
F
Z
A

ロ
ザ
ロ
間
百
円
ω
ぽ
件
。
・
何
件
門
戸
ロ
ゲ
ロ
貯
の

P
F

芯
己
芹
b
w
z
g
H
L
o
E
p
g
g円
。
唱
。
ロgp
g
B
E
σ

ロ
D
E
R

－
－ω忠
弘



g
g

－ω
2
0
・
J
1。5
0
5

司
ユω
。
ロ
ロ
0
2
3

ロ
ω

ゆ
比
－0
・

レ
ア
H

テ

と
に
描
き
だ
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
現
実
」
は
「
滑
ら
か
な
壁
」
と
化
し
て
彼
を
「
投
獄
し
」
「
追
放
」
す
る
が
、

こ
の
綾
密
で
正
確
な
評
言
は
、
ル
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
詩
の
場
所
と
姿
勢
を
み
ご

60 

た
ぶ
ん
そ
れ

は
「
他
所
」
や
「
彼
方
」
そ
し
て
「
未
来
」
か
ら
の
誘
い
を
拒
否
し
、
「
地
上
」
で
「
眼
を
開
い
た
」
ま
ま
「
事
物
の
傍
で
」
「
自
己
の

声
に
耳
を
傾
け
」
る
こ
と
に
固
執
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
風
貌
と
態
度
は
一
貫
しτ
変
わ
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
注
意
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
『
鉄
屑
』
の
最
初
の
詩
「
転
回
す
る
心
」

F
0
8
2
円
ざ
ロ
E
S
F
N
H
（
喰
団
側
一

W
M
V
P

減
措
己
的
判
！
）
ま
た
「
心
」
を
標
題
に
し
た
四
つ
の
作
品
「
不
意
の
心
」

Z
8
0

号

g
E

巳
P

勾
「
引
裂
か
れ
た
心
」
H
h
g
o
R

斥
号

F
g
E
2
0
B
O
E

。
門
吉
8
2
3

∞
ω
「
車
裂
き
に
な
る
心
」

が
見
ら
れ
る
こ
と
に
。
ま
ず
「
転
回
す
る
心
」
（
畑
町
）
の
第
一
ー
ー
三
節
で
は
、
主
人
公
が
よ
う
や
く
「
苦
し
い
い
く
つ
か
の
旅
か

ら
」
含

ω
J
3
3
m
g
m
B
O
B

帰
る
こ
と
が
で
き
、
「
人
生
へ
の
愛
に
」

件
。
－bw
h
p
∞
「
心
の
鼓
動
」

（
リ
。
o
Z
H・
伊
F

吋
。
ロ
♂
∞
印
に
は
、かな
り
変
化

心
動
か
さ
れ
、
「
竪
琴
が
宝
石
を
捕
え
」F
g
E

す
ロM
g
E

H
U
H
－
山
ω

品
川
凶
ロ
ω

戸
川
戸
｝
可

H
1
0

「
錯
乱
の
黒
い
蝶
が
夕
空
の
灰
を
動
か
す
」
円
、g
H
V
P
H】
巳
。
ロω

口
止
g
a

ロ
円
四2
5

＼
同
0
5
5
E
ω
ω
g
M
可

唱
。5
2
F
2

口
弘z
a
z
g

ロ
S
m
g
丹
時
期
だ
か
ら
、
「
こ
れ
以
上
遠
く
へ
行
っ
て
は
な
ら
な
い
」
ロ
ロ
σ

貯
ロ
仲
間
出
ω
巳
－2

立
g
F

ぽ
・

と
忠
告
す
る
が
、
逆
に
第
四
節
で
は
、
可
。R
m
w

－
－o円
。
｝
月
円
。
F
2
ω
ロ
ゲ
ロ
色
合
口

ω
F
4
g
o
＼
F
O
ω
ゅ
の
お
仲
合
口
。
ロ
〈
ω
ロ
片
品
g
E
g
p
m

常
目
。
ロ
自
己

F
O
R
＼
ロ
貯
足
立
O
D
m
o円
F
S

巳
ロ
ω
口
同
店
。
－5
ω

円
山
口8
2

吋
＼
＼
開
昨
日
g
a
。
f
z

B
M
L
m
m
r
・
。
芹ω
σ
ユ
ω
m
wロ
昨
日
。ω

σ
。
邑
ω

門
凶
ロ
ヨω
o

と
、

つ
ま
り
主
人
公
の
「
不
幸
の
血
の
心
乱
れ
る
秘
密
」
を
探
し
に
行
く
た
め
に
は
、
「
心
の
根
に
手
を
さ
し
い
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
教
え
る
か
の
よ
う
だ
。
こ
こ
に
は
い
わ
ば
直
接
的
な
烈
し
い
倍
熱
が
脈
打
ち
、
こ
れ
以
前
の
作
品
で
読
み
慣

れ
た
描
写
か
ら
と
は
少
し
異
な
る
印
象
を
受
け
る
し
、
「
血
」
そ
し
て
「
愛
」
と
い
う
語
も
こ
の
作
品
を
は
じ
め
詩
集
中
に
は
数
多
く

見
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
興
味
深
い
の
は
、
第
五
l

六
節
に
お
け
る

g
g

可
2

さ
れ
る
人
物
像
で
あ
り
、
全
八
行
の
な
か
に
宮

ω

3
g
M
W
S
F
2
9
g
出
合
えp
g

宮

g
L

が
さ
宵

g
0

・
』o
E
g
o

－
Z

と
七
回
も
現
わ
れ
る
こ
と
、
お
そ
ら
く
「
き
み
」
と
名



づ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
女
性
で
あ
り
、
し
か
も
詩
人
は
「
影
と
夢
と
夜
の
世
界
」
で
し
か
彼
女
に
会
っ
て
い
な
い
し
、

つ
い
に
「
謎
め

い
た
形
」
匂
2
5
0
5
3

広
ユ
g
ω
ω

が
現
実
に
は
具
体
的
に
歌
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

』σ

ぺ
包
B
o
g
s
y
s
m
w日ω

ペ
ミ
。
町

g
o
A
5

念
日
－

5
5
σ
円
。
＼
巴
山
口
ω
U
E

昨
含
目
。
ロ
芯
〈
。
。

U
S

己
す

H
V
O
員

ω
1
3

町
、
＼
旬
。
ぺ
巳
5
0
2
Z
R
g
H
v
g

．
フ
ロ
フ
ィ
ル

B
8
5
8
2

－o
a
ロ
ロ

0
5

可
。
＼F
）
吋E
0
5
3

思
ユ
g
ω
O
A
巳

σ
。
ロ
ぬω

合
ロ
ω

－0
8

町
そ
し
て
最
終
節
で
は
、
こ
の
面
影
が
、
「
裏

箔
の
な
い
鏡
」
を
た
だ
一
度
だ
け
通
り
過
ぎ
、
「
閉
ざ
さ
れ
た
空
」
の
「
表
面
」
で
詩
人
の
「
心
を
引
き
裂
い
て
死
ぬ
」
も
の
に
す
ぎ

な
い
と
の
R
S
A

ロ
σ

〕
ばB
o
m
c

守
口
品
。
．2

件
。
。
門
戸
巳
宮
ω
ω
m
w＼
ロ
ロσ
砂
町

ω
g

－0
5
0

口
付
ω
足
。
。

自
由
円
。
宵g
g
g
E

＼
O
巳

《
ば
岳
町O
B

。
ロ

8
2

円
。
昨
日

2
2
P
E
ω

号
貯
の
ゆ
＼
ロ
ロ
巳
巳
向
。
片
岡
出

b
a
o
g
己
目
。
ロ
己
診
宵
門
百
円ω
ぷ
宮
山
口
件
や
や
悲
痛
な
口
調

で
歎
く
。

ピエール・ルヴェルディは転回したか（小浜〉

詩
人
の
傷
心
は
、

つ
ぎ
の
作
品
「
不
意
の
心
」
で
は
暗
礁
や
岩
そ
し
て
怒
る
波
に
喰
え
ら
れ
つ
つ
、
情
熱
や
欲
望
に
苦
し
む
数
多
く

の
イ
マ
！
ジ
ュ
で
描
き
出
さ
れ
、
ロ
m
w
g

－2
8

の
F
R
ω
の
V
m
w
i
s
R
B
。
片
山
。
ロ
＼
円
、

ω
S
2

件
。E
5
2
b
o

仏
m
H
E
g
g

－w
g
＼

。
。E
5

－2
3
2
2
A

山R
g

臥2
8
5
F
H

出
ω
ω守
口
（
第
五
l

七
行
〉
さ
ら
に
「
夢
想
」
は
「
地
獄
や
傷
口
」
に
似
る
「
地
上
」
で

恥
ず
べ
き
徴
」
を
「
心
や
皮
膚
や
内
臓
」
に
記
し

H
L
Z
円
5
2

え
2

－2
3
g

巴
g

＼
ロ
ω
5
5
0

ロ

8
2

円
目
印

H
v
g
g
s
g

。
ロ
可
ω
邑
g

＼
F
O
ω
B
R
A
S
ω宮
口
付
。
ロωg

品
。
5
2

円
D
J
1
0
ω（
第
十l
十
二
行
〉
、
ま
た
「
飽
き
足
り
も
せ
ず
罰
せ
ら
れ
も
し
な
い

殺
人
の
罪
」
も
背
負
う
、
痛
ま
し
い
「
茨
」
に
化
し
て
し
ま
う

F
ぷ
1
5
の
が
注
目
。
口
広
志
巳

m
g

官
庁E
P
E
2
3

＼
E
o
E
P

E
s
g
E
2
8
5
2
ω

員
。
。
口
出
ロ
ω

含
宮
宮
号
＼
ロ
0
5
2
2
5
ω

即
日
甘
口
口
町
即
日

ω

貯
2

含

B

。
足
。
（
第
十
四l
六
行
）
。
つ
ぎ

の
詩
「
引
裂
か
れ
た
心
」
は
ど
う
か
。
こ
れ
は
い
わ
ば
距
離
を
置
い
て
内
心
の
苦
悶
を
歌
っ
た
、
パ
ス
カ
ル
や
ジ
ュ
ベ
l
ル
そ
し
て
ア

ル
フ
レ
ッ
ド
・
ド
・
ヴ
ィ
ニ
ー
を
思
わ
せ
る
作
品
で
あ
り
、
ル
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
に
は
珍
し
い
告
白
の
一
篇
と
も
言
え
る
。
主
人
公
は
三
人

称
で
表
わ
さ
れ
、
青
い
空
や
雲
さ
え
も
、
ま
た
つ
い
に
信
仰
も
彼
を
蔽
い
か
く
し
て
く
れ
な
い
。
そ
し
て
他
人
の
「
不
ぞ
ろ
い
な
足
音
61 



や
鏡
に
細
か
く
映
さ
れ
る
通
り
」
ロQ
巳
E
S
E

－g
H
M
g
r
仲5
4
0
3

＼
同
ニ
2
2
2
g

口
伝g

合
g
F
m
F
S
を
恐
が
り
す
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ぎ
る
た
め
、
身
体
は
鎖
の
な
か
で
透
き
と
お
っ
て
小
さ
く
な
り
、
「
時
間
の
波
に
転
が
さ
れ
」
「
血
が
逆
の
方
向
に
流
れ
る
」
F
o
g
B
3

－0
8

ロ
－0
8
5
8
ω
g
m
g
ω

＼
同V
R甘
ぽ
ω
o
ロ

g

口
問
。
o
g
－o
p

－
－32
3

（
第
十
二l
一
一
一
行
）
ま
で
に
い
た
る
。
最
後
に
彼
の
「
眼

は
光
を
失
い
」
「
血
は
心
臓
に
逆
ら
っ
て
流
れ
」
、
「
信
仰
は
茨
の
し
げ
み
」ω
ω
号
ご
込
ロ
ロ
ぴ
己
認
。
ロ
円

S
E
g
に
変
じ
、
「
世
界
の

な
か
に
自
己
を
失
い
」
「
街
々
や
お
の
れ
自
身
や
奇
妙
な
癖
に
衝
突
し
」
ロg
Z
R
Z
g
E
B

－g
t

ロ
g

＼
。
。
巳B
-E
-BDEO 

。
件
ω
g

件5
3
3

（
第
二
十
一
一
一

l

四
行
）
て
し
ま
う
た
め
、
彼
自
身
の
「
想
い
出
」
も
神
の
「
記
憶
」
か
ら
消
し
て
も
ら
う
よ
う
に
祈

れ
と
詩
人
に
す
す
め
る
だ
ろ
う
可
片
山O
N

品
。
ロ
の
ち
号
門
官
。
－

o
m
o
ぽ
5
R

＼
阿
南m
w
g

吉
Z
R
g
ω
。
ロ
S

口
町
＼
ロo
－
巳
・B
D
5
0

含
ロ
ω

8
5
b
H
H
5町
。
。
第
三
の
詩
「
心
の
鼓
動
」
で
は
、
「
椋
欄
の
葉
の
下
で
再
び
動
き
だ
す
」
生
命
へ
の
メ
タ
フ
ォ
ー
ル
と
思
わ
れ
る
、

。
。
ω
i
g
m
g
や
「
コ
ル
ク
の
彫
像
」
8
ω
ω
g
g
g

内
同0
5
m
ゅ
な
ど
を
め
ぐ
る
表
現
は
生
硬
で
苦
渋

な
印
象
を
与
え
る
し
、
「
私
の
ま
な
ざ
し
に
は
一
滴
の
涙
も
、
神
秘
の
垂
幕
に
は
鮮
や
か
な
身
振
り
ひ
と
つ
」
も
存
在
せ
ず
、
つ
い
に

「
終
わ
り
な
い
道
に
黒
い
い
く
つ
か
の
表
象
」
「
偽
り
の
生
活
で
失
わ
れ
た
時
間
の
す
べ
て
」E
g

ロ
5
E
S

居
合
同
ω

宮
田
町
ロ
＼

「
垣
間
」H
a
B
。
Z

や
「
顔
」

巴
ロ
ω

ロ
ロ

m
g
g
胃
合
同ω
ω
R

－
ぷQ
ω

ロ
可
。
ロ
ぴ
目
。
含

5
3
5
5
＼
E
g

告
。
色
g
a
m
H
M
O
ω
ロ
。
5
ω

ロ
門
戸8
8
a
g
g
g

m
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ロ
ω
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8
R

日P
H
1
0
ωが残
る
だ
け
と
な
る
（
第
二
十
一
ー
ー
四
行
）
。
し
か
し
次
の
行

で
は
と
き
ど
き
「
暁
方
に
歓
喜
宮
守
町
が
太
陽
に
貰
金
の
枝
を
開
き
」
「
陽
気
な
愛
が
花
弁
を
散
ら
す
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
だ

が
こ
の
よ
う
な
明
る
い
場
景
は
長
く
続
か
な
い
。
た
と
え
ば
作
品
「
車
裂
き
の
心
」
で
は
、
「
な
ぜ
光
る
羽
根
に
長
い
時
間
横
た
わ
る
」

3
5
0
5
C
際
障
問
l
a
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隠
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陪
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3
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以
降
除
同
区
隆
隆
：
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（
議
）
と
い
う
ル
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
聴
覚
的
側
面
に
お
け
る
一
本
に
注
意
し
た
い
｜
、
な
ぜ

「
走
り
、
泣
く
」
の
か
と
い
う
五
回
の
問
い
か
け
を
機
会
に
、
詩
人
は
再
び
暗
い
旅
に
立
つ
だ
ろ
う
。
そ
し
て
「
私
は
一
歩
一
歩
わ
が

の
か
、
「
生
活
の
冷
た
い
閣
に
ゆ
っ
く
り
消
え
る
」
の
か
｜
｜
こ
の
二
行
に
お
け
る
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＼
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叶
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（
第
十
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詩
節
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司
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吋
芹
の
よ
う
に

g
g
M
1
2
が
は
じ
ま
る
が
、
や
は

り
詩
人
の
苦
し
い
自
己
対
象
化
と
造
形
の
試
み
お
よ
び
「
死
」
の
喚
起
、
そ
し
て
生
硬
で
不
満
な
失
敗
の
例
、
す
な
わ
ち
「
み
ず
か
ら

の
手
で
彫
る
内
心
の
彫
像
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「
情
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彩
ら
れ
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ら
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古
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節
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」
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。
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ぶ
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似
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「
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製
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「
わ
ず
か
な
も
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」
で
は
充
分
で
は
な
い
だ
ろ
う
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と
い
う
苦
渋
な
表
現
も
見
ら
れ
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ら
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？
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澱
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の
壁
が
閉
じ
こ
め
る
だ
け
で
な
く
逆
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外
界
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ら
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護
す
る
と
い
う
パ
ラ
ド
ッ
グ
ス
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固
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し
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い
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と
も
、
忘
れ
て
は
な
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狭
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蒼
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合
理
な
愛
の
も
っ
と
暗
黒
な
層
を
深
く
降
り
て
」
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シ
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そ
の
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域
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漂
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な
い
よ
う
だ
。

行
か
ざ
る
を
え
な
い
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、
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「
詩
人
の
手
に
は
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し
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る
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E昨日
。
ロ
ロ
巳
・



4
0
3
0

ロ
0
・
吋
。
ゲ
己
。
ロ
品
。
円
四
2
5
8

件
・
叶
。
「
匂
ロ
円
。
広
－

H
V
Z
。
件
b
v－o
E
g
m凶
ロ
丹
内
同
ロ
出
口

u
n
o
伴
内
凶
ロ
円
。
出
ロ

u
n
色
。
s
m
w
旬
。
ロω
恥o
a
m
w
ロ
ω

－g

（mぬ
）

ロ
m
ロ
σ
ω
島
民
自
。
ロ
門
同
0
・
「
光
よ
」
「
身
を
隠
す
愛
の
曲
折
よ
」
「
無
関
心
と
忘
却
の
純
粋
な
線
、
緑
の
欠
け
た
地
平

1
1

温
和
と
憎
悪
よ
」

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
釘
よ
」
「
世
界
の
も
ろ
も
ろ
の
形
を
私
の
考
え
に
与
え
て
は
奪
う
、
目
も
く
ら
む
軸
、
純
粋
さ
よ
」
と
い
う
い
わ
70 

ば
素
朴
な
叫
び
声
は
、
冒
頭
で
「
黄
金
い
ろ
の
、
凍
て
つ
い
た
」
「
苦
悩
の
住
家
」
で
あ
る
「
深
淵
」E
Z
5
0

特
な
「
場
所
」
か
ら
の
訴
え
に
ほ
か
な
る
ま
い
。
『
鉄
屑
』
の
最
終
二
詩
篇
「
偉
大
な
性
格
」
の
B

ロ
仏
8
5
2

宵
0
・8

「
時
と
私
」F
O

に
戦
え
ら
れ
た
、
独

Z
5
3
2
g
a

・
ミ
に
お
い
て
も
、
こ
の
領
域
は
「
悲
惨
の
鉄
〔
の
地
帯
〕
」
ω
日
常
宮
内

r
F
B

官
宵
0

「
物
質
で
閉
じ
こ
め
ら
れ

（
鈎
）

た
壁
の
奥
」
円
b
H
u
m

－ω
認
可
自
己
円

b
o
p

－ω
B

弘
芯
円
。
に
喰
え
ら
れ
て
い
る
が
、
一
言
葉
－
g
F
H
M担
詰
ω
L
o
ω目
。
Z

に
対
す
る
信
頼
を

か
な
り
失
い
、
「
手
に
ラ
ン
プ
ひ
と
つJ
な
く
」
可
思
ロ
ロ

o
F
日
間
出
血ω
S
F
g
m
岡
山
口「
よ
く
開
い
て
な
い
〔
世
界
と
私
の
〕
傷
口
に
手

を
当
て
」

ω
即
日ω
白
川
岡
山
口
叱ωH
V
H
V
ロ
告
白
山
仲
ω
ロ
円

F
H
L巳
O
B
m
L
g
ロ
J
1
2
8
お
ぼ
つ
か
な
い
足
ど
り
で
歩
む
ル
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
に
と
っ
て
、

救
い
の
役
を
果
た
し
て
く
れ
る
の
は
「
閣
に
ぼ
ち
ぼ
ち
は
じ
け
る
目
覚
め
の
炎
」
F
m
出
ω
B
B
O

仏
ロ
広
志
ロ

q
b
立
宮
内
宮
口ω
宮
ロ
ロ
芹

で
あ
り
、
こ
の
光
に
助
け
ら
れ
て
こ
そ
「
過
去
の
悔
恨
」
や
「
記
憶
の
鉛
」
「
不
安
の
黄
金
」
の
試
錬
を
た
じ
ろ
が
ず
に
堪
え
う
る
の
だ

〉
仲
E
S
E

－2
5
5
R

身
内
H
S
F
Z
B
H回
目
ば

a
o
g
b
ω＼
H
h
H
V
E
S
σ
a
g
ω
。
5
2
5

＼
F

．
2

号
－

w
F
R
R
t宮
内
山0

（
最
終

節
〉
。
ま
た
「
時
と
私
」
に
お
い
て
も
、
「
私
」
は
「
悪
が
死
の
印
を
受
け
た
」
「
苦
悩
の
最
も
秘
密
な
地
下
」
と
い
う
危
機
の
次
元
で

U
S
ω
－o
g
g
a
g

－
－0
1
5
2
q
a

号
自

ω

円
四
郎
可
g
R

＼
。
c
－o
i
o
o
包
括

2
F
可
O
B

志
向
凶o
F
S

。
ユ
「
悔
恨
を
終
わ
ら
せ
、

』o
店
内
問
。
ロ
ロ
ω

宮
件
。
ロ
ω
ロ
内
出2
5

＼
F
O
B
同g
吉
川
w
z
i
o
＼
ロ
ロ
窓
口
出
o
p

再
び
人
生
の
円
盤
を
廻
し
ル
フ
ラ
ン
を
歌
わ
せ
る
」

自
。
ロ
円
。
B
R

宏
と
い
う
回
復
へ
の
決
意
を
書
き
し
る
す
が
、
こ
れ
は
「
時
を
絶
え
ま
な
く
告
げ
る
時
計
」
の
Z
Z
B

。
ロ
可
o
a
E
gロ
5

2
M
2
2
8
5
R

芯
仲
の
始
動
に
ほ
か
な
ら
ず
、
「
振
子
の
無
意
識
の
運
動
を
助
け
つ
っ
さ
ら
に
前
進
す
る
」
』
o
g

宮

H
L
S
E
E
－ω

自
包
同
窓
口
弘
g
o
m
E
E

。
ロ
話
5
0
E
Z
g
D
R

－o
E
a
o
F
M河
口
弘
己
ぬ
と
い
う
、
時
間
と
の
き
び
し
い
協
力
と
な
る
だ
ろ
う
。
し
た
が



っ
て
「
罪
の
熱
」
と
「
花
々
の
息
吹
き
」
の
聞
に
心
を
揺
す
ぶ
る
ロ
g
B
J
刊
号
ω

仏
ロ
唱
斥v
b
m
w－J
E
E
p
o
a
g
白
2
3

詩
人
に
は
、

「
光
り
輝
く
往
復
運
動
」
を
繰
り
か
え
す
間
に
「
疲
労
の
波
が
打
ち
寄
せ
」
、
「
時
間
は
一
滴
づ
っ
裸
の
石
〔
胸
〕
を
深
く
掘
り
」
「
手
は

背
中
か
ら
彼
を
未
知
な
る
者
へ
押
し
や
る
」
〈
ω
・
2
占
ぽ
昆

E
5
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2
M
＼
H
N
o
g
R
p
z
p
t
m
5＼
の
。E
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P
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忌
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E
丘
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＼
目

F
B

巳
ロ

e
s
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品
。ω

門
戸
巳
旬
。
ロ
ω
ω
σ
P

5
8

ロ
ロ
ロ
結
果
に
な
る
だ
ろ
う
。レ

1

ヴ
ル
フ
イ
且

I

デ
ル

巻
頭
の
詩
「
転
回
す
る
心
」
で
「
唇
を
ふ
る
わ
せ
る
未
知
の
情
緒
」
「
恋
を
奪
う
あ
ま
り
に
も
残
酷
な
冷
た
さ
」
と
い
う
よ
う
に
、

ま
た
「
群
衆
か
ら
姿
を
現
わ
さ
ず
」
た
だ
「
夕
暮
に
身
じ
ろ
ぎ
す
る
」
と
い
う
よ
う
に
「
謎
め
い
た
形
」
で
あ
る
に
せ
よ
、
珍
し
く
率

直
に
歌
わ
れ
た
他
者
の
影
像
は
、
『
鉄
屑
』
の
な
か
で
は
明
白
に
な
ら
な
い
ま
ま
消
え
去
っ
た
が
、
「
未
知
な
る
も
の
」
コ
ロ
8

ロ
ロ
ロ
と

ピエール・ルヴェルディは転回したか〈小浜〉

い
う
、
人
間
と
も
世
界
と
も
解
釈
で
き
る
言
葉
で
詩
集
が
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
と
同
様
、
わ
れ
わ
れ
は
限
り
な
い
興
味
を
そ
そ
ら
れ
は

し
な
い
だ
ろ
う
か
。

(5} 

『
鉄
屑
』
か
ら
受
け
る
印
象l
l

そ
れ
は
こ
の
詩
集
以
前
の
諸
作
品
と
比
較
す
れ
ば
、
世
界
や
自
己
と
の
感
情
に
溢
れ
た
苦
闘
そ
し

て
観
念
の
記
述
去
の
丘
円
で
あ
り
、
む
し
ろ
記
号
（
表
象
）
『
巴m
5

の
エ
グ
リ
チ
ュ

l

ル
に
ち
か
く
、
影
像

2
5
ω
向
。
の
衝
突
に
は

か
な
り
速
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
冷
静
な
記
述
や
内
的
日
記
か
ら
離
れ
て
は
い
る
が
、
十
七
世
紀
モ
ラ
リ
ス
ト
の
ア
フ
ォ
リ
ス
ム
の
伝

統
に
つ
な
が
る
自
叙
伝
的
要
素
も
含
む
詩
行
や
詩
節
が
多
く
現
わ
れ
、いわ
ば
ル
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
「
私
」
的
表
情
が
最
も
濃
く
伝
わ
る

作
品
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
は
す
で
に
引
用
し
た
多
く
の
詩
句
や
、そ
の
他
守
口
O
H
V芯
片
山B
H
V
S
E

－
－m
H
M
O＼
F
m

出
向
忠
弘
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。
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片
岡
昇
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H
・
品
芹ω
品
川
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－
m
w向
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円
払g

守
口B
A
山g

〈
「
季
節
の
翌
日
」
円
、
。
ロ
円
四

0
5

巳
ロ
円
四o
g

－ω
。
P

企
）
k
r
g
o
ロ
ロ
ω
ω
2
0片
品
ω
ロ
ω

－g

ユ
a
g

E
O
M
E
S
E
g
r
g
ω

自
巳
ロ
ω
＼
k
r
z
gロ
円
。
肉
店
丹
念
ロ
ω

件
。
ロ
思
想
昆
門
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号
円
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－
o

自
己
冨
（
「
雲
の
額
」
吋gE

号

E
m
m
g
w
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当
〉
な
ど
に
よ
っ
て
も
立
証
さ
れ
よ
う
。

つ
ぎ
に
い
わ
ゆ
る
シ
ュ
I

ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
先
取
す
る
イ
マ
l

ジ
ュ
の
詩
人
ル
ヴ
ェ
ル
デ

ィ
、
と
い
う
固
定
観
念
を
改
め
さ
せ
る
の
に
足
り
る
ほ
ど
、
音
楽
的
要
素
が
著
し
く
、
同
音
異
義
の
語
法
や
無
意
識
の
ア
ナ
グ
ラ
ム
、

さ
ら
に
頭
韻
や
脚
韻
の
規
則
正
し
い
使
用
や
長
短
さ
ま
ざ
ま
な
詩
行
の
巧
み
な
配
置
、
そ
し
て
同
一
の
言
葉
や
表
現
の
繰
返
し
な
ど
を

指
摘
し
た
い
。
こ
の
い
わ
ば
フ
l

ガ
と
対
位
法
的
手
法
や
長
短
詩
行
が
か
も
し
出
す
快
よ
い
リ
ズ
ム
の
例
に
は
、
「
敗
走
」
u
b円
。
ロ
件0・

N
ω
「
転
落
」n
g
g
内
同0・
A
F
Uや
「
引
裂
か
れ
た
心
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
よ
う
な
円
環
的
結
晶
の
世
界
に
存
在
す
る
か

ら
こ
そ
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
句
読
点
な
し
で
連
続
す
る
一
行
は
わ
れ
わ
れ
の
目
を
惹
く
の
で
は
な
か
ろ
う
かF
0
8
2

円
色
怠
ロO
忠
岡
口
比

。

5
0
2
a
2
8
5
2
2
E
E
E
2
5
E

可
巴
D
b
o品
。
日
ω

色
。
巳O
R
ω
2
5
g
g
g

－g
d
a
o
g
ω
門
目
。
コ
ロ
。
。
ロ
ロ
ロ
含
コ
広
島
仲

A
E
m
R内
目
。ω
g
t
F
3
8
5

（
「
敗
走
」
）
こ
の
結
晶
に
は
、
「
二
つ
に
分
れ
る
道
を
指
示
す
る
心
」
や
「
歌
を
守
る
未
知
の
そ
し
て
未

聞
の
ド
l

ム
」
や
「
私
の
秘
密
の
苦
悩
の
跡
」
な
ど
の
表
現
が
緊
密
に
記
述
さ
れ
、
と
く
に
傍
点
を
付
し
た
表
現
は
、
明
ら
か
に
『
鉄

屑
』
の
ポ
エ
ジ
ー
の
象
徴
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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v
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・
の
巴
ロ
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仏
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呂
志
・

（2
〉
怠
・
宮
向
。
ロ
円
。
仏om

，

H
m
w
R
E
S－

（3
）
十
七
歳
の
ル
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
心
に
深
い
傷
を
与
え
た
に
ち
が
い
な
い
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
書
か
れ
て
い
な
い
。
た
だ
詩
人
ジ
ャ
γ

・
ル
ス
ロ
r
s

岡
山o
c
g

巳
♀
の
評
論
に
よ
る
と
、
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
に
お
け
る
ブ
ド
ウ
酒
の
過
剰
に
よ
る
貧
困
の
た
め
に
、
民
衆
が
反
抗
し
た
の
を
軍
隊
が
抑
え
、
「
体
制
と
そ
の
奉
仕
者

ら
に
対
す
る
嫌
悪
」
を
詩
人
に
抱
か
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
』
・M
g
c
g巳
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宮
g
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邑
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i
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詩
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且
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摘
を
行
っ
て
い
る
。MM－
m
O
4
0邑
M
J
4，

m
w円
E

山
口0

・
2
0
山
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認
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仏
g
E
O

ユ
タ
切
。
2
2
2

・
S
H
．
世
話
．
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山
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．
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＠
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m
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U
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日
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u
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